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その他のタイトル Kokkyo o koeta haiku no katachi: Hokubei ni







の地位を確立 しつつあるといえよう。この事実は、W・H・ オーデンとか、ジョン ・アシュベリー












その中間のところで妥協 させ ようとする試みで、モーラ的韻律 もアクセント的韻律 も、許容 され
る範囲において出来るだけ利用 しようとするもの。第三は、その反対で、モーラ的韻律 もアクセ




































一行 目と三行 目にアクセント的韻律が少 しあるようだけれども、それは二行 目で大きく崩れてい
























が、これは難 しいところである。何れにせ よ、強弱アクセ ントを重視 したからこそ句を推敲する











とな っ て い て 、 そ こ に は一 見 、何 の 法則 もな い よ う に見 え る。 しか し、 よ く見 る と、 最 初 の 二 行
で は 一つ の 波 が 寄 せ て 砕 け、一 息 お い て次 の波 が 寄 せ て くる 、そ の リズ ムが 強 弱 ア クセ ン トに よ っ
て 暗示 さ れ て い る 。 そ して 、 弱 音 で 始 ま る第 三 行 は、 一 つ の 波 か ら次 の 波 へ と移 る しば しの 静 寂
の 間 に 、 か す か に 聞 こえ て くる 海 鳥 の声 と共 鳴 す るか の如 き リズ ム 感 が あ る。(5)
以 上 の 二例 を見 て も分 か る よ うに 、英 語 で 定 型俳 句 を書 く人 た ち は、 初 心 者 を別 とす れ ば、 強
弱 ア ク セ ン トに もか な りの 注 意 を払 う よ うで あ る 。 アメ リカ の俳 句 雑 誌 『モ ダ ン ・ハ イ ク 』 を主
宰す る ロ バ ー ト ・ス ピー ス は 、 五七 五 の モ ー ラ的 韻律 をジ ェネ リ ック ・リズ ム、 ア クセ ン ト的 韻
律 を スペ シ フ ィ ック ・リズ ム と呼 び 、英 語俳 句 は この 二 つ を兼 ね 具 え て い な けれ ば な らな い 、 と
教 え て い る。ジ ェ ネ リ ック ・リズ ム は、人 間 一 般 に共 通 す る 「い の ち」で あ り、ス ペ シ フ ィ ック ・




















な る ほ ど、 これ は 五 七 五 に な って い る け れ ど も、 同 じ意 味 の こ とば が あ ち こ ちで 繰 り返 され て い





英語で俳句を書 きそのシラブルを数える時 には、日本語の音節 に似た数え方をするべ きなので
あって、長母音 ・重子音はすべて二音節 として数え、句読点があればそれは一音節 とすることを
提案 した。(9)前掲の例でいうと、strikeと い う単語は、重子音 と長母音が一つずつあるか ら、合
計五音節になる。 こういう音節の数え方をす ると、英語俳句のシラブル数は十七 より多少減るこ
とになるわけだが、その数を具体的に提示 したのがボブ ・ジョーンズとウィリアム ・ヒギンソン





る のが よい と言 っ て い る。
こ れ ら三 人 の考 え て い る よ うな英 語 俳 句 の 例 は無 数 に あ る が 、 こ こで は二 つ の例 を挙 げ る に と
どめ た い。 最 初 は 、 ニ ュー ヨー ク在 住 の詩 人 ル ー ス ・ヤ ロ ウが グ ラ ン ド ・キ ャニ オ ンへ 旅 行 した






こ れ に は 佐 藤 紘 彰 に よ る和 訳 が あ っ て 、 厂谷 の朝 こ う も り割 れ 目に 闇 を 閉 じ」。(1勿次 は、 ニ ュー


















この俳句は、もしこれが俳句 といえるなら、その効果を定型とか韻律 とかに少 しも頼ることなく、
もっぱらゴミ捨場 とそこに落ちている生 きた心臓のイメージに賭けている。イマジス ト俳句の一
つの極致であろう。
ここまで くると、ことばの韻律に少 しも頼 らない 「目で見る俳句」が出てきても驚 くに当たら







これは多分、蛙が跳んで着地 したところを印象的に表現 したものなのだろうが、 ものの存在が存
在 として定着 し知覚されるプロセスを暗示 しているともとれる。いうまでもなく、ここにはモー





ナダの詩人エリック ・アマンの作品で、「遺棄 された線路に雪が降る」 と題 してある。
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人気 の な い 荒 野。 そ れ を横 切 っ て長 く伸 び る古 い鉄 道線 路 。 そ こに しん しん と雪 が 降 っ て い る光
景 で あ る 。 これ が果 た して俳 句 とい え る もの か 、 い や 詩 とい え る もの か 、議 論 の あ る とこ ろで あ
ろ う。アマ ンは、俳 句 を 「ワ ー ドレス ・ポエ ム 」(こ とば の な い詩)と 定 義 づ け た こ とで 有 名 だが 、
これ は ま さ に ワ ー ドレス ・ポ エ ム で あ って 、 即 物 詩 の 極 北 だ と もい え る。
以 上 、 英 語 俳句 の 種 々 の か た ち を、7才 の 子 供 の 無 邪 気 な作 品 か ら、 ア ヴ ァ ンガ ー ド詩 人 の実
験 的 な視 覚 俳 句 まで 、 韻律 の 問 題 を中 心 に概 観 した。 他 に も脚 韻 の 問 題 ・改 行 の 問題 ・切 字 の 問
題 な ど、 英 語 俳 句 は多 くの 問 題 を抱 えて い るが 、北 米 の詩 人 た ち は、 そ れ らの 問 題 にチ ャ レ ン ジ
す る こ と に よっ て、英 語俳 句 ひ い て は 英 詩 そ の もの の フ ロ ンテ ィ ア を開拓 して い る よ うに見 え る 。
日本 語 と英 語 の 間 に、 言 語 と して の 根 本 的 な差 異 が存 す る か ぎ り、 こ れ らの 問 題 の 完 全 な解 決 は
望 め な い で あ ろ う が 、解 決 へ の 努 力 は その ま ま詩 作 へ の エ ネ ル ギ ー とな り、 ひい て は文 化 交 流 へ
の刺 激 と もな る こ とで あ ろ う。
〔注 釈 〕
1)HaikuPoetry(NewYork:BantamBooks,1978),14.
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